
 

 

  

 

 

１ 日 時  令和２年７月 16日（木） 

２ 学 年  第６学年２組 34名 

３ 単元について 

（１）単元観                  

本単元では，児童がこれまでに学習してきた割合の見方と関連させ，比と割合を統合的に捉えら

れるようにする。 

 第 5学年「割合」では，２つの数量の関係に着目し，どちらか一方を基準として割合を考えるこ

とができるようになった。 

 本単元では，２つの数量の割合を表す方法として，比について理解し，数量の関係の比べ方を考

える力を養う。既習の割合の理解を基に，２つの数量の大きさを比較して割合を表す場合に，どち

らか一方を基準量とすることなく，２つの数の組を用いて表す比の表し方ができるようにする。 

また，比を利用した問題解決として，比の一方の数にあたる数量を求めることや，全体の量をあ

る比で分けることを扱う。その際，割合を加減の関係として考えてしまうつまずきが予想される。

そのため，最初の指導においては，増やすだけでなく減らす場面にも注目させ，加減の関係であれ

ば，一方の数が０になってしまうことなどを確認していく。この考え方は，比例の学習につながっ

ていくものでもあるので，ていねいに取り扱いたい。 

 

（２）児童観  

第５学年「割合」 

①百分率を用いた表し方を理解し，割合や比較量，基準量を求められた児童 → 56％ 

②二つの数量の関係を表す式の意味を言葉で表現できた児童 → 40％ 

   クラスで一輪車に乗れる人を調べました。男の子は 15 人中９人，女の子は 20 人中 12 人乗

れました。次の式は何を表していますか。言葉で説明しましょう。 

     ①９÷15＝0.6    ②12÷20＝0.6 

③ふりかえりで，「２つの数が違っていても，割合は同じになることがある」という表現をできた

児童 → 44％ 

 

 

 百分率を用いた文章題で，立式することはできる児童が多いが，割合を表す小数と百分率を区別

できていなかったり，二つの数量の関係を表す式の意味を言葉で表現できなかったりする児童が多

いことが分かる。それは，割合と比較量，基準量の関係の本質的な意味理解ができていないことが

原因であると考える。 

 学習内容を本質的に理解し，自分の言葉で説明したり，振り返ったりする力を高める必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

算数科学習指導案        【第６学年２組】 

「割合の表し方を調べよう」 
指導者  村上 萌 



（３）指導観 

子供が問題意識をもつ「課題設定」の工夫 

 導入場面において，既習学習とのズレを生み出し，本時のめあてを設定することで，児童が問題

解決に必要感を感じられるようにする。また授業の中盤で，理解を深めるため活用問題を提示する

ことで，児童に新たな問題意識を生み出し，主体的に解決しようとする態度を養う。 

数学的な見方・考え方を働かせ，理解を深める活用問題 

 理解を深めるための活用問題で，児童が本時の本質的な学習内容に着目して考え，問題解決する

ことを目指す。授業の前半，学習内容をまとめるまでをテンポよく進む。そして，活用問題を解く

ために，まとめたことを活用すればよいのではないかと類推させ，問題解決させる。その後，全体

交流で理由付けして説明させることで，学習内容の深い理解を図る。 

統合的・発展的な考え方が表れる「ふりかえり」のための指導 

 授業の後半，統合的・発展的に学習を振り返らせるため，授業の導入部分で既習内容を振り返り，

本時の学習との関連を意識させる。また，児童の学習内容の理解を助けるよう，数直線で数量の関

係を表し，式と結び付け，視覚的にとらえさせる。さらに，授業で捉えた学習内容をキーワードに

してふりかえりが書けるように目立たせたり，思考した過程を振り返りやすいように構造的にした

りする等，板書を工夫する。 

 

（４）単元の指導計画（全８時間扱い） 

時 学習活動 
評  価 

知 思 態 評価規準 評価方法 

１ ・比の意味と表し方につい

て理解する。 

・ 

 

 

  

 

〇 

・比の意味を理解し，２つの数量の

関係を比を用いて表している。 

・２つの数量の関係を比で表すこと

のよさに気づいている。 

行動観察・ノ

ート 

ふりかえり 

２ ・比の値や等しい比の意味

について理解する。 

・   ・比の値や等しい比の意味を理解し，

比の値を求めたり等しい比を見つ

けたりしている。 

評価問題 

３ ・等しい比どうしの関係を

調べることを通して，等

しい比のつくり方と比の

性質について理解する。 

〇   ・比の性質を理解し，比の性質を用

いて，等しい比をつくっている。 

評価問題 

４ ・比の性質や比の値を用い

て，比を簡単にする。 

・  

 

○ 

 ・比の性質を用いて，比を簡単にし

ている。 

・比の相等を分数の相等と関連づけ

てとらえている。 

評価問題 

 

ふりかえり 

５ ・小数や分数で表された比

を簡単にする。 

・   ・比の性質を用いて，小数や分数で

表された比を簡単にしている。 

評価問題 

６ ・比と前項（後項）の値か

ら後項（前項）の値を求

める方法を考え，説明す

る。 

  

○ 

・ ・比の一方の値を求めている。 

・比の一方の値を求める方法を，比

の性質や図を用いて考え，説明し

ている。 

評価問題 

ふりかえり 

７ ・全体の量を比例配分する

方法を考え，説明する。 

  〇 ・比を図に表すよさに気づき，問題

の解決に用いようとしている。 

ふりかえり 

８ ・学習内容の定着を図ると

ともに，数学的な見方・

考え方を振り返る。 

 〇 〇 ・学習内容を理解し，問題を解いて

いる。 

評価問題 

 



４ 本時について 

（１）本時の目標（第１時/全８時） 

比の意味と表し方について理解し，２つの量の割合を比で表すことができる。 

（２）評価規準 

・比の意味を理解し，２つの数量の関係を比を用いて表している。 

・２つの数量の関係を比で表すことのよさに気づいている。 

（３）本時で目指す子どもの姿 

 〇数学的な見方・考え方 

 

 

 

 

〇ふりかえり 

 

 

  

 

（４）本時の学習展開                    

学習活動 
○主な発問や指示 

・予想される児童の反応 

◇指導上の留意点 

◎評価（評価方法） 

１ 課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  学習問題１を解

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○同じ味のハンバーグソースを作るにはどう

すればよいでしょう。 

・１人分に１杯ずつたして，３杯と４杯にす

ればいいのかな。 

・１人分はわかっているから，２人分はそれ

を２回繰り返せばよいのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１人分のハンバーグソースの材料を小さじ

何杯分かで表そう。 

・ウスターソースが２，ケチャップが３にな

った。 

○比を使って表してみよう。 

・割合はどちらかを１にして考えたけど，比

は２つの数で表すんだね。 

○３人の使ったウスターソースとケチャップ

の量の割合を比で表そう。 

・先生は４：６。 

・お姉さんは６：９だね。 

 

◇これまで学習した割合

を振り返り，加減関係で

はなく比例関係で増減

したことを想起させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇２：３は２と３の比とも

いうことを理解させる。 

 

◎比の意味を理解し，２つ

の数量の関係を比を用

いて表している。（行動

観察・ノート） 

 

・割合を比の形で表す際に，「どちらかを基準量とするのではなく，整数のまま表す」と考える。 

・１とみる量を変えていくことに着目し，「異なる数字で表していても，同じ割合になっている」 

 と考える。 

３人が使ったウスターソースとケチャップの量は？ 

学習問題１ 

 先生の妹がハンバーグソースを作りました。 

先生とお姉さんは，妹が作ったものと同じ味のハンバーグソースを，それぞれの家族の人数分作

ろうと思います。３人が使ったウスターソースとケチャップの量の関係を調べましょう。 

・割合は１つの数で表したけれど，比は２つの数で表し，１とみる量を変えれば，同じ割合を様々

な数字で表すことができる。 



 

 

 

 

３ 比で表されたそれ

ぞれの量の割合を調

べる。 

 

 

４ 比の意味と表し方

についてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 理解を確認する学

習問題２を解く。 

 

 

６  ふりかえりを書

く。 

 

 

 

 

○３人のハンバーグソースは味が同じ味なの

に，割合は違うのかな。 

・同じ味だから割合はどれも同じになるはず。 

・約分と同じように考えられそう。 

 

○３人が使ったウスターソースとケチャップ

の割合で，分かったことをまとめよう。 

・３人とも使っている数字が違っていても，

割合は２と３で同じだということが分かっ

た。 

・割合は１つの数で表したけれど，比は２つ

の数で表し，１とみる量を変えれば，同じ

割合を様々な数字で表すことができる。 

 

 

 

○理解を深めるために，活用問題を解きまし

ょう。 

 

 

○今日の学習を振り返りましょう。 

・今日の学習で分かったこと（分からなかっ

たこと）は…（統合的・発展的なふりかえ

り） 

・今日の学習の仕方でよかったこと（よくな

かったこと）は… 

・今日の学習を生活に生かせそうな場面は… 

 

 

 

 

◇同じになる理由を，図や

言葉などを使って考え

整理させる。 

 

 

◇１とみる量に着目して

まとめるよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎２つの数量の割合を比

で表すことのよさに気

づいている。（ふりかえ

り） 

◇ふりかえりの視点を与

えて書かせる。 

 

 

学習問題２ 

 ３人が使ったウスターソースとケチャップの割合について調べよう。 

見方・考え方 


